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0≤x の半無限領域に誘電率ε の誘電体がある、 x 軸上表面から の距離の点d Aに電荷 を置いた、こ

のとき電位は真空中 では によるものと の鏡像点 に置かれた鏡像電荷 によるもので

あるため 

Q
'Q( )0>x Q A 'A −

( )
( ) ( ) ⎪⎭

⎪
⎬
⎫

⎪⎩

⎪
⎨
⎧

++
−

+−
=+

2222
0

'
4

1,
ydx

Q

ydx

Qyx
πε

φ    ( )0>x

 
誘電体中 では点 に電荷 を置いたものになる ( 0<x ) A ''Q
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境界面での y 方向の電界は 
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境界面 では場の接続条件を満たすため0=x 0εε DD
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境界面での x 方向の電界は 
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接続条件より ( ) ( )000 −+ = xx EE εε  なので ( ) ''' QQQ εε =+  となり ''' QQQ −=  より 

∴ QQ
0

0'
εε
εε

+
−

=  QQ
0

02
''

εε
ε
+

=  

 


